
第４回要介護認定調査検討会 
資料２－２

Ｈ２０．５．２   

 

調査項目の選定について（１） 

 

樹形図を作成する際、前回の検討会で出された意見を踏まえ、以下の条件から

削減する調査項目の候補とする。 

 

○選定条件１ 

要介護（要支援）区分毎の回答構成に差があるかの確認を行い、差のない設

問については、要介護（要支援）区分の判定に有効でないことから除外対象と

する。 

 

○選定条件２ 

要介護（要支援）区分と回答に付された順序に関係がないか検証し、群間で

差がない設問については、要介護（要支援）区分の判定に有効でないことから

除外対象とする。 

 

○選定条件３ 

回答（選択肢）別のケア時間に差があるかを確認し、差のない設問について

は、要介護（要支援）区分の判定に有効でないことから除外対象とする。 

 

○選定条件４ 

回答に著しい偏りがある設問については、要介護（要支援）区分の判定に有

効でないことから除外対象とする。 

 

○選定条件５ 

 現場で問題点が指摘されている項目を除外対象とする。 
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削減候補 

１．拘縮（肘関節） 

２．拘縮（足関節） 

３．じょくそう 

４．皮膚疾患 

５．飲水 

６．つめ切り 

７．生年月日を言う 

８．自分の名前を言う 

９．場所の理解 

１０．被害的 

１１．作話 

１２．幻視幻聴 

１３．暴言暴行 

１４．大声を出す 

１５．常時の徘徊 

１６．落ち着きなし 

１７．外出して戻れない 

１８．一人で出たがる 

１９．収集癖 

２０．火の不始末 

２１．物や衣類を壊す 

２２．不潔行為 

２３．異食行動 

２４．環境等の変化 
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